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1  は  し め に

昭和60年 7月 1日 に襲来した台風 6号は,福島県の葉タ
バコ栽培面積 (5896":昭 和60年 )の396%に 当たるおよ

そ2336陸に倒伏や昴恨等の被害を及ぼした。

当場のライシメータ施設の土壌型別に栽培している葉タ

バコの倒伏程度に相違が観察されたので,土壌型における

葉タバコの生育と倒伏との関係について解析した。

2 台風 6号襲来時の気象状況

台風 6号 は大型で並みの勢力をもち, 7月 1日 の 7時

ころには小名浜付近を通り,福島県沖を抜け,熱帯低気圧

となった。強い雨は午前中で収まり,天気は急速に回復し

た。また.台風通週螢は各地とも強い西寄りの風が吹いた。

台風 6号の概要 (当場設置の 7月 1日 ,ア メダスデータ )

中心示度 :960mb,最大風力 :80m/s

平均風力 :39m/s,降 水量 :25蘊

3 調査材料及び耕種概要

(1)調査品種 (内容種 )松 川 (関東201号 )
●)調査区の構成

表 1 倒伏の程度並びに倒伏時の葉タバコの生育

注 1)倒伏指数 :無が 0,微が 1,少が 2,中が 3,多が 4,甚が 5
2)幹高A:曲がったところまでの幹の高さ
3)T/R比 :地上部重/根重の比
4)**11%有 意, a,b,c:lSd

次いで花同岩砂壌土であり,火山灰土と褐色土は比較的小

さく,土壌型によって異なった。

倒伏時の葉タバコの生育状況は,褐色土の生育量が比較

的大きく,次いで花商岩粘質土と花商岩砂壌土でありほぼ

同程度の生育最である。また。火山灰土の生育量が最も小

さい。

区 N● 土 壌 型

注 ラインメータを供試 .
1区 1枠 20″,2反復

●)耕種概要
1)作  期 播種 :3月 22日 ,移植期 :5月 15日

マルチ除去・土寄せ :6月 7日

" 
栽培様式 普通マルチ
0 栽植密度 畦間 :100",株間 :25"
4)施肥量 (″ /α )
N:10,P205:11,K20:24,菜 種油

粕 :30 落葉堆肥 :120
肥料はニュー松川葉尿素複合肥料を施用

4 調査結果の概要

(1)倒伏の程度並びに倒伏時の葉タバコの生育 (表 1)
台風6号による倒伏程度は,花陶岩粘質土が最も大きく,

倒伏程度は地上部の生育量が小さいか,あるいは生育量

が大であっても根張りが良く,T/R比が小さいと倒伏は
少ない。

●)葉タバコの生育と倒伏との関係 (表 2)
葉タバコの生育と倒伏程度との間には,有意な相関は認

められないが,倒伏指数との間に比較的高い相関係数を示
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表 2 倒伏時の相関
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注 1)幹高A:曲がったところまでの幹の高さ
2) * : 5%,  ** : 1 %,  摯ネ* : 0 1 %孝事民誨

した生育項目は,幹径及び乾物幹重である。

6)主成分分析による第1主成分及び第 2主成分 (表 3)
第 1主成分は,幹丈・ 曲がったところまでの幹の高さ

(幹高A).幹径 .乾物葉重 .乾物根重及び乾物腋芽重が
084か ら096の因子負荷量を示し,主にこれらによって表

現される生育の大きさの成分と考えられる。

第 2主成分は,倒伏指数の因子負荷量が078と 特に大き
い。また乾物幹重・地上40"の幹径及び曲がったところの

幹径 (幹高A幹径 )の因子負荷量は065・ 047及び045で

あり,倒伏指数とは正の相関 (表 2)があることから倒伏
を表現する成分と考えられる。

表 3 第 1 第 2主成分の因子負荷量と寄与率

因 子 負 荷 量

第 2

褐色上の葉タバコの第 1主成分のスコアーは,比較的大

きく表現されたが,第 2主成分では倒伏指数 地上40“の
高さの幹径及びT/R比等が関与し,ス コアーは小さく表
現された。

図 サンプルスコアー散布図
注. 1)Zl:第 1主成分, Z2:第 2主成分
2)図中 1,2は火山灰土, 3,4は褐色土
5,6は 花商岩粘質土, 7,8は 花高岩砂壌土

6 ま

昭和60年 7月 1日 に襲来した台風 6号による葉タバコの

倒伏程度が,土壌型によって異なったので生育と倒状との

関係について解析した。

(1)倒伏程度は花商岩粘質土が大で,次いで花商岩砂壌

土であり,火山灰土と褐色土は小である。
●)地上部の生育量の大小と倒伏程度との間には,有意
な相関は認められない。地上部の生育量が小さいか,ある

いは生育量が大であっても根張りが良く,T/R比が小さ
いと倒伏程度は小さい。

c)ス コアー散布図による同一土壌型における葉タバコ

の生育と倒伏との大小は,花商岩粘質土の区間差が生育及

び倒伏とも大きく,次いで火山灰土であった。花商岩砂壌

土と褐色土との区間差は4ヽさく表現された。
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5 サンプルスコアー散布図 (図 )

褐色土と花自岩砂壌土の葉タバコの生育は,区間差が比

較的小さく,倒伏程度は個体間差も少なく表現された。一

方 ,火山灰土と花商岩粘質土の葉タバコの生育は,区間差

が大きく,そのため倒伏程度にも区間差が大きく表現され

ス1。
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